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二
月
十
七
日
「
中
国
は
ど
こ
へ
、

日
中
関
係
の
ゆ
く
え
」
を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
大

阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で
百
三
十
名
を
集

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

加
々
美
光
行
さ
ん
は
、
「
尖
閣
諸

島
を
め
ぐ
る
日
中
間
の
紛
争
は
棚
上

げ
論
を
め
ぐ
る
論
争
か
ら
拡
大
し
て
、

軍
事
紛
争
に
入
る
危
険
も
あ
る
。
領

土
問
題
の
解
決
は
、
少
し
時
間
は
か

か
る
が
、
共
同
利
用
す
る
南
極
方
式

し
か
な
い
。
」
中
国
側
か
ら
の
射
撃

管
制
レ
ー
ダ
ー
の
照
射
問
題
や
、
環

境
汚
染
問
題
な
ど
一
時
間
を
超
え
る

熱
弁
で
し
た
。

山
本
恒
人
さ
ん
は
、
社
会
衝
突
を

克
服
す
る
経
済
発
展
は
可
能
か
と
、

ジ
ニ
係
数
の
推
移
を
説
明
し
な
が
ら
、

中
国
国
民
の
所
得
が
倍
増
す
る
と
、

再
分
配
政
策
が
重
要
だ
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。
お
二
人
の
報
告
が
少
し
伸

び
て
、
質
疑
討
論
の
時
間
が
窮
屈
に

な
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
次
号
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

加
々
美
光
行
さ
ん
は
三
年
前
に
左

半
身
麻
痺
と
な
り
、
少
し
話
し
に
く

そ
う
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
原
稿
も

見
ず
に
し
っ
か
り
と
報
告
さ
れ
、
質

問
に
も
答
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
開

場
三
十
分
前
か
ら
受
付
に
並
ぶ
盛
況

で
、
主
催
者
を
あ
わ
て
さ
せ
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
席
は
満

席
、
椅
子
席
も
会
場
い
っ
ぱ
い
と
な

り
熱
気
あ
ふ
れ
る
中
で
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
集
中
し
て
パ
ネ
ラ
ー
の
話

に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

（
加
々
美
光
行
報
告
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

山
本
恒
人
さ
ん
が
二
面
に
掲
載
）

府連通信

き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

四
月
二
一
日
が
全
国
き
り
え
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
日
で
す
。
幅
広
い
方

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
会
三
〇
分
前
の
開
場
を
待
ち
切

れ
ず
に
、
参
加
者
が
会
場
を
ほ
ぼ
埋

め
る
と
い
う
事
態
を
久
々
に
経
験
し

ま
し
た
。
百
三
十
人
を
超
え
る
出
席

者
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
早
退
ゼ
ロ
、

居
眠
り
や
私
語
は
ほ
と
ん
ど
な
し
の
、

爽
や
か
で
緊
張
感
の
あ
る
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

い
ま
日
中
関
係
は
、
政
治
・
経
済
・

外
交
・
国
民
感
情
等
々
す
べ
て
が
冷

え
込
み
、
最
悪
の
緊
張
・
対
立
関
係

「
政
冷
・
経
冷
・
民

冷
」
が
続
い
て
い
ま

す
。
何
故
こ
う
な
っ

た
の
か
。
こ
の
ま
ま

で
い
い
と
思
う
国
民

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
。日

本
の
長
引
く
経

済
不
況
、
社
会
的
・

政
治
的
行
き
づ
ま
り

に
対
す
る
国
民
の
不

満
・
不
安
・
不
信
が
極
度
に
高
ま
り
、

そ
の
矛
先
が
現
行
の
憲
法
体
制
批
判

や
、
中
国
に
対
す
る
排
外
主
義
に
向

い
易
い
状
況
に
あ
る
こ

と
、
そ
れ
を
煽
る
マ
ス

メ
デ
イ
ア
の
無
責
任
な

報
道
姿
勢
に
も
問
題
が

あ
る
こ
と
は
明
か
で
す
。

し
か
し
同
時
に
、
中

国
の
側
に
も
、
そ
れ
を

許
す
原
因
や
実
態
の
進

行
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
正
味
の
実
態

を
知
り
た
い
。
今
後
の

展
望
は
ど
う
な
の
か
。

あ
の
輝
か
し
い
中
国
革
命
の
栄
光

は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
維
持
発
展

さ
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
変
貌
・
変

質
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

と
に
か
く
、
そ
の
実
態
と
真
実
を

知
り
た
い
。
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、

多
く
の
心
あ
る
人
々
が
同
じ
思
い
を

秘
め
て
、
適
切
な
機
会
を
待
ち
望
ん

で
い
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
、
今
回

の
参
加
者
の
熱
心
な
反
応
か
ら
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
日
中
友
好
協
会
大
阪
府

連
合
会
の
、
そ
れ
に
応
え
る
第
一
歩

で
す
。

渡
辺

武
（
日
中
大
阪
府
連
・
会
長
）

日
中
問
題
の
パ
ネ
ル
討
論
は

日

中

友

好

運

動

の

新

た

な

ス

タ

ー

阪急梅田駅茶屋町出口から徒歩１分、

発音の基本から文法、日常会話の完成をめざす、

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

4/1～9/14 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

春の中国語講座へどうぞ
① ３月２５日（月）１０：００～１１：３０

② 午後６：３０～８：００

③ ３月３０日（土）１０：００～１１：３０

入門レッスン会場：日中友好協会教室

初心者の方を対象にしています。 参加費無料

連絡先：大阪府連06-6372-8131

中国語・無料入門レッスン

尖
閣
紛
争
の
解
決
は
共
同
利
用
し
か
な

い
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領
土
問
題
に
対
し
て
、
中
国
側
は

「
棚
上
げ
論
」
の
立
場
を
保
持
し
、

現
時
点
で
も
こ
れ
が
ベ
ー
ス
に
あ
る

の
に
対
し
て
、
日
本
の
前
政
権
、
現

政
権
、
外
務
省
は
周
恩
来
・
田
中
角

栄
お
よ
び
鄧
小
平
・
福
田
赳
夫
会
談

で
の
「
棚
上
げ
論
」
は
中
国
側
の
一

方
的
提
起
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
立

場
を
固
持
し
て
い
る
。

こ
の
流
れ
で
、
中
国
は
尖
閣
諸
島

と
海
域
の
「
共
同
開
発
」
、
「
共
同

管
理
」
の
提
起
（
「
管
控
」
と
い
う

新
概
念
の
登
場
・
・
・
管
理
し
、
統

御
す
る
）
を
強
め
て
い
る
。

中
国
の
政
権
の
動
向
は
、
ロ
シ
ア

の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
に
よ
る
、
２
０

１
２
年
の
国
後
上
陸
や
李
明
博
の
竹

島
上
陸
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
排
他

主
義
的
国
家
主
義
と
は
相
対
的
に
区

別
を
要
す
る
。

中
国
側
の
民
間
人
に
よ
る
強
硬
事

件
、
と
く
に
香
港
活
動
家
に
よ
る
２

０
１
２
年
八
月
の
強
硬
上
陸
・
強
制

送
還
事
件
が
あ
た
か
も
中
国
政
権
の

意
図
を
体
し
た
も
の
と
の
観
測
が
あ

る
が
、
香
港
活
動
家
の
意
図
は
、
反

中
国
共
産
党
、
反
独
裁
、
民
主
化
の

運
動
で
あ
り
、
民
主
化
運
動
を
民
族

主
義
愛
国
運
動
と
結
び
つ
け
る
こ
と

で
香
港
市
民
の
民
主
化
運
動
の
高
揚

を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。
２
０
１
１

年
の
オ
バ
マ
に
よ
る
「
戦
略
東
移
」

「
ア
ジ
ア
重
視
安
保
戦
略
」
以
来
、

中
国
軍
部
の
タ
カ
派
の
台
頭
が
目
立

つ
が
、
「
戦
場
で
獲
得
で
き
な
い
こ

と
は
、
卓
上
の
談
判
に
よ
っ
て
も
得

ら
れ
な
い
」
と
す
る
タ
カ
派
と
「
先

制
攻
撃
に
は
理
が
な
く
不
利
」
と
す

る
ハ
ト
派
と
の
分
岐
と
タ
カ
派
の
優

勢
が
顕
著
で
あ
る
。

と
く
に
「
海
洋
強
国
」
の
強
硬
論

者
海
軍
司
令
員
呉
勝
利
は
対
日
強
硬

派
で
あ
る
。
元
総
書
記
江
沢
民
の
示

唆
に
も
と
づ
い
て
、
２
０
１
２
年
八

月
の
党
中
央
軍
事
委
員
会
が
「
釣
魚

島
の
事
態
の
悪
化
に
つ
い
て
」
を
議

題
に
緊
急
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、

「
釣
魚
島
と
周
辺
海
域
の
領
土
宣
言
、

軍
に
よ
る
防
衛
任
務
の
実
施
、
対
日

和
平
・
妥
協
・

譲
歩
策
に
対

す
る
批
判
的

総
括
、
香
港

活
動
家
の
行

動
支
持
」
が

提
案
さ
れ
た
。

中
央
軍
事
委
員
十
二
名
の
評
決
が

行
わ
れ
、
賛
成
十
名
、
棄
権
二
名

（
胡
主
席
、
習
副
主
席
）
で
、
全
員

一
致
の
慣
行
に
よ
り
採
決
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
中
立
の
立
場
を
取
っ
た

胡
錦
涛
も
こ
の
席
で
は
「
棚
上
げ
論
」

が
こ
の
十
年
間
で
時
代
遅
れ
に
な
っ

た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
２
０
１
２
年
九
月
の
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
時
に
、
野
田
前
首
相
に
対
し
、

こ
れ
以
上
の
事
態
悪
化
を
防
ぐ
た
め

に
「
国
有
化
だ
け
は
や
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
説
得
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
「
党
の
民
衆
か
ら
の

乖
離
」
が
広
が
っ
て
い
る
。
経
済
格

差
、
環
境
汚
染
、
強
制
土
地
収
用
な

ど
へ
の
民
衆
の
異
議
申
し
立
て
は
渦

を
巻
い
て
い
る
。
一
部
民
衆
の
自
尊

的
で
排
他
的
な
民
族
主
義
（
尖
閣
防

衛
・
反
日
デ
モ
）
の
存
在
も
、
こ
の

よ
う
な
政
権
と
民
衆
と
の
乖
離
と
無

縁
で
は
な
い
。

し
か
し
、
現
実
の
中
国
民
衆
は
、

「
微
博
・
ミ
ニ
ブ
ロ
グ
」
の
驚
異
的

発
展
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
天
安

門
事
件
か
ら
二
十
三
年
を
経
て
、
圧

倒
的
に
「
国
家
主
義
」
の
壁
を
越
え

て
、
世
界
の
情
勢
を
瞬
時
に
把
握
す

る
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
同
時
に
世

界
に
向
け
て
自
己
の
意
思
を
発
信
す

る
力
量
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
対

米
、
対
日
、
対
東
ア
ジ
ア
と
の
「
国

際
的
」
紛
争
を
「
民
際
的
」
に
解
決

す
る
道
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

尖
閣
諸
島
の
領
有
を
め
ぐ
る
日
中

関
係
の
悪
化
は
極
め
て
困
難
な
局
面

に
あ
る
が
、
こ
の
局
面
を
克
服
す
る

に
は
「
民
際
的
」
解
決
を
通
じ
て
こ

れ
を
先
ず
は
「
政
冷
経
熱
」
の
状
態

に
戻
す
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
可
能

で
あ
る
。

山
本
恒
人
（
大
阪
経
済
大
教
授
）

加
々
美
発
言

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①

棚
上
げ
論
は
依
然
と
し
て
貴
重
な
交
渉
ベ
ー
ス

守
口
支
部
主
催
の
太
極
拳
新
春

初
け
い
こ
が
一
月
十
四
日
（
成
人

の
日
）
に
守
口
市
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
十
一
教
室
か
ら
七
六
人

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
歩
拳
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

二
四
式
、
四
八
式
、
四
二
式
太
極

拳
に
分
か
れ
て
熱
心
に
練
習
し
、

参
加
者
の
熱
気
で
汗
ば
む
ほ
ど
で

し
た
。

二
月
十
七
日
、
午
後
に
開
か
れ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

あ
わ
せ
て
、
太
極
拳
の
基
礎
練
習

を
、
二
十
四
式
の
型
を
使
っ
て
、

恒
岡
老
師
の
指
導
で
み
っ
ち
り
練

習
し
ま
し
た
。

三
十
名
近
く
の
参
加
者
で
練
習

会
場
の
ホ
ー

ル
が
狭
く

感
じ
ら
れ

る
ぐ
ら
い

で
し
た
。

午
後
の

集
会
へ
は

二
十
二
名

が
参
加
し

ま
し
た
。

守
口
で
新
春
初
け
い

二
四
式
基
礎
練
習
会

②
軍
タ
カ
派
と
政
権
中

枢
と
の
ギ
リ
ギ
リ
の
と

こ
ろ
で
の
せ
め
ぎ
合
い

③
「
国
際
的
」
紛
争

を
「
民
際
的
」
に

解
決
す
る
可
能
性

① 大阪府連教室 4/1（月）18：30～

なんば体育館/ヤマト卓球センター

② 西支部教室 4/4（木）18：30～

阪急中津駅前 北スポーツセンター

③ 守口支部は４か所で開催しています

連絡先：大阪府連06-6372-8131

四月開講の太極拳教室


